
１．これまでの経過と今後の進め方 

（１）部会が目指すもの 

○審議テーマ⇒活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり 

⇒下記の図のような担い手づくりのサイクルを具体化する 

⇒まずは、子育て世代を中心に、地域活動に関心を持ってもらい、参加につなげる 

（２）検討のプロセス 

動機（目的）・対象

・最終的には、まだ活動に参加していない麻生区民に地域活動に参

加してもらい、上記のサイクルをつくる。 

・今回は特に子育て世代の人に地域活動に興味・関心を持ってもら

うことや参加してもらうことを検討する。 

目的を達成するための

内容を検討

・市民活動団体の活動を知る、触れる機会があれば、地域活動に興

味・関心を持ってもらい、参加してもらえるのではないか。 

・その機会としては、イベントが有効ではないか。 

調査内容の検討

・調査として、キックオフイベントを開催する。 

・キックオフイベントを通じて、イベントに来てくれた人（子育て

世代）に興味・関心を持ってもらい、活動に参加したいと思って

もらえるようなイベントプログラムを検討する。 

調査の実施 ・キックオフイベントを開催する。 

調査の分析・検証
・調査内容を分析し、目的を達成するためにはどうするかを検証す

る。（「２．検証内容」を参照） 

提言 

２．検証内容 

・動機（目的）を達成する手法を検討するために、キックオフイベントの参加者が、下記のような思いに

なったかどうかを検証します。 

①地域に関心や目を向けることができたか        ④活動に興味・関心を持つことができたか 

②麻生区で活動する団体と活動内容を知ることができたか ⑤活動に参加したいと思ったか 

③活動を身近に感じることができたか 

３．キックオフイベントについて 

※キックオフイベントは、区民会議フォーラムとして開催します。 

（１）キックオフイベントのテーマ 

麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう 

・麻生区の地域活動を知ってもらい、身近に感じることによって興味を持ってもらい、参加につなげるイベ

ントとする。具体的なテーマの目標は、次のとおり。 

知ろう 

・麻生区には特徴的な活動があること、すごい活動がたくさんあることを知ってもらう。

・自分の趣味や特技（活動に参加していない人）が、地域貢献・社会貢献につながるこ

とを知ってもらう。 

つながろう 

・イベントに参加した人と団体がつながる、イベントに参加した人同士がつながる。 

・自分のこれまで経験したこと（活動に参加していない人）が、地域貢献・社会貢献に

つながることを体感してもらう。 

楽しもう ・「知ろう」、「つながろう」を通じて、楽しんでもらう。 

（２）イベントの対象 

・区内の全世代に参加してもらうことを念頭に置きつつ、麻生区の小学校低学年以下の子を持つ子育て世代。 

（３）日時・会場 

・日時：平成３０年２月3日（土） 13時～16時（当日の午前中は準備時間） 

・会場：麻生区役所４階会議室（予定） 

（４）イベントプログラム 

①全体概要（イベントの骨格） 

・イベントの参加者が、地域活動に興味・関心、さらには参加したくなることを目的としたプログラムを

実施する。プログラム概要は、以下のようなもの。 

○体験ブースの部：麻生区で活動する団体のブースをつくり、そこで体験型の催し物を行う。 

○ステージの部 ：ステージをつくり、各団体の活動発表、プレゼンテーションを行う。 

○その他：情報提供コーナーを設置するなど。 

②団体の参加について 

・イベントの目的を踏まえて、以下の条件にあてはまる６団体へ参加依頼をしていく予定。 

＜候補になる団体の条件＞ 

○麻生区の特徴的な団体 

○自分（活動に参加していない人）の趣味や特技が、地域貢献につながることを知らせてもらえる団体 

○イベントに参加した人と団体がつながる、イベントに参加した人同士がつながることのできる団体 

○イベント参加者に、団体に入ってほしいと熱心に訴えかけられる団体 

活動に参加 仲間づくり 絆づくり

地域づくり（社会貢献）

健康寿命

参加者増
きっかけとなる機会

市民活動・絆づくり部会 調査審議状況 資料４


